
   
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年７月１６日 
校 長 別所 久美子 

西日登小学校だより 

学校教育目標「ふるさとを愛し心豊かでたくましい西っ子の育成」 

令和３年度 めざす学校像 自分の言葉でつながる西日登小学校 
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来週２０日（火）に１学期終業式を迎えます。1 学期の授業日数は、６８日でした。（大雨のための臨時休業

日２日）コロナ禍においてマスクが外せない毎日でしたが、子どもたちは元気いっぱいに学校生活を送りまし

た。よく「子どもたちの声に元気をもらう」と大人は言いますが、私もまさにその心境にいます。元気をもら

いました。 

 

 

登校班の班長（チャイルドセーフティリーダー）は、自覚を

もってその任を務めました。全国的に通学路や横断歩道上での

悲惨な事故が絶えない中、西日登地区も例外ではないと考えて

います。地域の安全見守り隊の皆様はじめ宇津井巡査長様、ま

た状況に応じてすべての保護者の皆様に子どもたちの安全に

ついてご配意いただきました。ありがとうございました。 

通学路の安全 

 

７月５日（月）安全見守り隊の皆様との対面式を行いま

した。日々お世話になっている見守り隊の皆様にご来校い

ただき、感謝の気持ちを届けたり、自分たちの通学の様子

に助言をいただいたりするためです。「後ろにいる下学年

の友だちの様子を見ながら歩いてね。」「いつも挨拶をして

くれてうれしいよ。」という声をいただきました。 

見守り隊さんとの対面式 

見守りさん いつも見守り ありがとう 

見守りさん 感謝してます 安心します 

見守りさん いっしょに歩いてくれて ありがとう 

水の安全集会 

誓いの言葉 

〇プールの決まりを守って 事故やけがのないようにします。 

〇楽しく水泳ができるように みんなで協力します。 

〇水と仲良くなって 上達するようにがんばります。 

６月２２日(火)に「水の安全集会」を開き、これから始

まるプールでの水泳学習で事故を起こさないように大切

なことを伝えました。楽しい活動にも危険が隣り合わせに

なっています。未然防止の視点から、自分事として水の安

全について考え、何をしたらいけないのか、どう行動する

とよいのか考える時間をもちました。  救命救急法講習には、保護者様と５・６

年生が参加しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１２日（月）記録的短時間大雨を受けて 

１２日（月）の記録的短時間大雨の影響で、登校時から子どもたちの安全確保について心配を重ねました。

朝からの発雷で子どもたちも「学習しよう」という気持ちと「あっ光った」とびっくりし、怖いという気持

ちが入り交じり落ち着けない時間を過ごしていました。 
そうこうしているうちに、雲南市より市内全域に「「警戒レベル５：緊急安全確保」の情報が入りました。

河川の氾濫や土砂災害の発生等、市内の被害状況もどんどんわかってきました。大事なお子様の命を守るた

めの素早い対応が学校にも要求されました。 
 雨が小康状態の時に下校した方がよいと判断し、３時間授業ののち給食を早めに摂取し「１２：３０から

の保護者様への児童引き渡し」措置をとりました。おかげさまで保護者や家族の皆様のご協力もあり、速や

かに子どもたちをご家庭に帰すことができ、とても安堵しました。 
 今回、線状降水帯の恐ろしさを目の当たりにし、誰もが自分事として自然災害を体験することになりまし

た。学校の方は、大きな被害が出ませんでしたが、西日登地域はもとより市内全域では、土砂災害、家屋へ

の浸水、道路への冠水といった甚大な被害が生じました。 
被災されました皆様にあらためてお見舞い申しあげます。 
ここ数年、酷暑、大雪、新型コロナウイルス感染症といった私たちの生存を脅かすものへの対応が求めら

れています。 
穏やかなありきたりの毎日がどんなにありがたいか、今、かみしめています。 

安心・安全な学校であるために 

子どもたちの命を守る行動を 

６月２３日（水） 
 学校評議員会を開きました。 

 令和３年度 学校評議員の皆様をご紹介します。 
 【令和２年度より継続】PTA 代表 鳥屋 寿雄 様   地域代表 安部 弘美 様 

【新 規】      地域代表 周藤 忠芳 様  瀬尾 恵子 様  福島 宏芳 様 
学校評議員会は、学校経営や運営にご意見を頂戴する機関です。今回は、次のようなご意見を頂戴しました。 

① ５月の学習公開日の様子から、どの学級も落ち着いて学習していることを感じた。 
② 校内音楽会にたくさんの方がおられびっくりした。少人数の学校なので個別に子どもに向き合ってもらって

いることに感謝している。放課後に校庭を開放してもらい、有難い。 
③ 公開授業を見てわくわくしている。運動会では、はりきっている子どもの様子が伺え、感動した。先生たちが

子どもを盛り上げようとしていることが感じられた。 
④ 複式授業は、大変ではなかろうかと思っている。子どもが減ったことで複式になり影響が出ている。西っ子

広場でも見守りスタッフとして子どもたちを見たこともあるが挨拶はよいし、積極的である。 
⑤ 複式のよさが感じられる。コロナ対策をしながらも学校行事をこれまでどおり行ってほしい。修学旅行が中

止になるか心配だ。 

 

 

このようなご意見を賜り、学校体制や子どもの状況等の情報交換をし、学校経営のありかたについて再考

し、子どもたちのために今後何をしていくのか考えていくことができました。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校保健委員会とは、子どもの健康を守

るための組織であり、児童、保護者、学校

医、学校歯科医、学校薬剤師、教職員等子

どもにかかわる方々をもって構成されま

す。 

本校では、以前より「にしっ子健康教室」

という名前で活動しています。 

 

７月８日（木） 学校保健委員会を開きました。 
―にしっ子健康教室― 

～たっぷりねむり 元気な毎日をすごそう～ 

これまで「メディアと適切にかかわる」ことについては、子どもたちと保護者様が一緒になって繰り返

し繰り返し学習を積み重ねてきました。そしてこれまでの学習から、「メディアと適切にかかわるために

は、家庭でのルールづくりが大切であるということ」「そのルールは保護者からの一方的なルールではな

く、子どもと保護者が一緒に話し合って、ルールを考えていくこと」等の学習をしてきています。 
また、雲南市教育研究会「養護教諭部会」を中心に「睡眠の大切さ」について子どもたちに啓発をおこ

なってきて、月１回の「はやねらでー」の取組につなげています。告知放送を通しての「はやねらでー」

運動はご承知のことと思います。 
そこで、これらの実態を受けて今回の「にしっ子健康教室」は、 

① 子どもたちが主体となって考える場づくりをしていくこと 

② メディアと適切に付き合うために、 

〇たっぷり寝ることをとおして、メディア時間を減じていくこと 

〇そのために学校で自分たちができることは何かについて「自分事」として考えていくこと 

を重要視し、学習過程を工夫しました。 
 

   

子どもたちは、学年ごとに自分たち

の考えを発表し、 

〇勉強をしっかりする。 

〇給食をよく食べる。 

〇たくさん運動をする。外で遊ぶ。 

〇本を読む。 

という大きく４つの考えにまとめる

ことができました。 

自分の体の主人公は、子どもたち自身です。自分の

体の健康に関心をもち、どうしたらメディアと適切に

かかわることができるか、それは、一言で言うならば

「学校生活を充足すること」でしょうか。また、子ど

もたちは、「朝の挨拶をして一日の良いスタートを切

る」とも言いました。 
 体がほどよく疲れ、相手との良好な関係性を築き、

安心して早めの床につくこともたっぷり寝るために

大事なことですね。そして寝ることによって、メディ

ア接触時間の短縮につながることに気づかせたいね

らいをもった「にしっ子健康教室」でした。 

 

元気ふるまい委員会が、自分たちの生活

について提案発表しました。 

たっぷり寝るために学校でできることは何だろう。 話し合ったことを学年ごとに

発表しました。 



 

  

  

  

昨年度の今頃は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため水泳学習が中止となりました、 

しかし、Ｗith コロナの考えのもと感染の予防対策を十分におこなったうえで、子どもたちの学びを止めないこと

が求められています。そこで今年度は、本校でも基本的な対策を徹底しながら水泳学習を行いました。 

 

 

 

 

 

 

８月～１０月の主な学校行事予定 
（新型コロナ感染症拡大状況により、変更になる場合があります。） 

 ８月 ８日（日）山の日 第１回 PTA 奉仕作業 
１０日（火）～１６日（月）学校閉庁期間 
２２日（日）第２回 PTA 奉仕作業 
２９日（日）夏季休業日終了 
３０日（月）２学期始業式 １１：４０下校 

   ３１日（火）給食開始 
 ９月１２日（日）永井隆平和賞記念式典参加 全校出校日→中止のため休業日とします。 

         PTA 親子活動 ５・６年生 

   １３日（月）振替休業日→授業日へ変更とします。 

   １５日（水）５・６年生修学旅行（県内浜田市方面 浜田市内宿泊）７：３０出発 
１６日（木）５・６年生修学旅行（県内松江市方面） 
１７日（金）下校時刻の変更 ５・６年生１３：４５      
２２日（水）⑤時間目 学習公開 ⑥時間目 親子ミニ運動会（雨天中止）  
      この日に予定していました引き渡し訓練については、７月１２日大雨災害時に実際の

引き渡しを順調に行うことができましたので、行わないことにしました。 
 １０月７日（木）５・６年生 広島日帰り研修（平和学習）７：００出発 
   １４日（金）５・６年生 雲南市陸上大会 ５・６年生参加 
   １９日（火）学習公開日、PTA 研修会（愛の共育講演会） 
   ２１日（木）全校遠足 
   ２８日（木）チャレンジタイム 

今年度は、コロナ禍において安全に配慮しながら水泳学習を再開しました。（全校児童） 
２年生は、夏ならではの「久の元川水遊び」も満喫しました。 
３・４年生は、「久の元川生物調査」を行い、涼感の中で、生き物分布を通して知るふるさとのよ

さを味わいました。 

 

 

 

 少し、冷たいけれ

ど気持ちいいね。 

自分の体へバッシャ

ーンと水をかけよう。 

 

 小さい生き物が

たくさんいるね。

飼ってみよう。 

 この生き物の名前は

なにか調べなくては。 


